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小千谷市池ヶ原『雪化粧の「はさ木」』



「100 年継続する企業をめざして」 
誇りと責任を持って安心と快適をお届けします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         https://www.nikoh-sng.co.jp 
 

■本  社 〒163-0669 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 36 階 
TEL:03-3344-5711（代表）／FAX:03-3344-5986 

■支  社 東京・神奈川・関東・北海道・新潟・上信・東海・関西・九州 
■営 業 所 札幌・釧路・旭川・帯広・函館・新潟・⾧岡・柏崎・上越・糸魚川・苗場・⾧野・松本 
      ・高崎・さいたま・名古屋・大阪・神戸・福岡・佐世保 
■業務内容 施設運営事業（総合ビルメンテナンス業［設備・清掃・警備］・建物修繕・建物包括診断 

・ホテル客室整備・マンション管理）／プロパティマネジメント事業／介護事業 
■関連会社 二幸ホールディングス株式会社・株式会社アセント・富士防災警備株式会社 

・糸魚川二幸株式会社 
 

 
                        http://hotel-ascent.jp/ 
 

■ホテル アセントイン札幌 北海道札幌市白石区東札幌 3 条 2 丁目 1-3 TEL 011-820-2800 
■ホテル ハミルトン札幌 北海道札幌市中央区南 1 条西 15 丁目 1-238 TEL 011-632-0080 
■ホテル フロンティアいわき 福島県いわき市平字大工町 10-6 TEL 0246-25-1117 
■ホテル アセント浜松 静岡県浜松市中区砂山町 353-1 TEL 053-454-0330 
■ホテル アセントプラザ浜松 静岡県浜松市中区板屋町 2-109 TEL 053-453-2500 
■ホテル サウスガーデン浜松 静岡県浜松市中区砂山町 325-30 TEL 053-451-1800 
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田中角栄氏（1918 ～ 1993）は、大正７年５月４日、刈羽郡二田村（現・柏崎市）で 
生まれる。いうまでもなく、第 64 代、第 65 代の内閣総理大臣を務められた、 
戦後日本の代表的な政治家。県民には ‘ 角さん ’ の愛称で親しまれ、各地で 
請われるまま多くの書を残されておられる。加藤僖一・新潟大学名誉教授は、 

「氏の書は…つつましやかで、温和で、女性の書のような優しさがある。結体 
には少しの癖もなく…線は素直でのびのびとしている」と。今回は『田中角栄 
遺墨展』（H28.5 ～ 11）より２点を紹介。平成５年 12 月 16 日逝去。没後 30 年。

書家・田中角栄
「志在千里」（志は千里に在り）（横額）61 × 212㎝

「雨後青色」雨上がりの景色の瑞々しい様子。（横額）51 × 164㎝

（元・総理大臣）

◎表紙◎
雪化粧の「はさ木」
小千谷市池ヶ原

　　提供：小千谷市
　　　　　にぎわい交流課
　　撮影：和田恒夫

しい姿を見せてくれる。テレビコ�
マーシャルにも取り上げられる撮�
影の名所で、市外県外から多数の�
カメラマンが訪れる。朝焼けや星�
空、雪化粧など季節や周りの環境�
によって、はさ木は表情を変える。

田園にある稲を干すための木は
小千谷市周辺では「はさ木」と呼
ばれている。「はさ木」は稲を刈っ
た後に天日干しをするために使わ�
れる木で、池ケ原の田園地帯には�
十数本が直線状に並んでおり、美�

NIIGATA《名作・至宝》GALLERY

（�3�）



10：00　受付
10：30　開会挨拶………………… 実 行 委 員 長　　廣　川　高　志
　　　　会長挨拶………………… 県 人 会 会 長　　小　林　保　廣
　　　　ご来賓紹介
　　　　ご来賓祝辞……………… 大 庄 名 誉 顧 問　　平　　　　　辰　様
10：40　第一部　午前の部
12：00　乾杯……………………… 県人会館理事長　　佐　藤　永　久　様
13：20　第二部　午前の部
14：50　閉会挨拶………………… 実 行 副 委 員 長　　細　井　ミツ子
15：00　閉会
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芸能大会をより詳しく知りたい方は、右のＱＲコードからアクセスし
て下さい。出場者の案内、各種写真、ショート動画を掲載しています。
Photos by K-Sakaki ／ Style by A-Irie

2023年10月14日（土）
東天紅上野店 鳳凰の間  10時30分～ 15時00分

芸
能
大
会

芸
能
大
会

４年ぶりの

第
13
回

芸
能
大
会
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■
今
年
も
、恒
例（
一
財
）県
人
会

館
と
県
人
会
共
催
で『
第
25
回
作

品
展
』が
、〈
結
〉を
テ
ー
マ
と
し

て
11
月
４
日
～
６
日
、ふ
れ
あ
い

ふ
る
さ
と
館（
県
人
会
館
）２
Ｆ
大

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
本
作
品
展
は
、毎
回
、文
化
委
員

会（
樋
口 

昭
委
員
長
）企
画
の
も

と
県
人
会
挙
げ
て
の
作
品
展
実
行

委
員
会（
山
本
ミ
チ
子
実
行
委
員

長
）に
よ
る
入
念
な
準
備
を
経
て

初
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

■
今
回
の
出
展
作
品
は
―
―

・「
書
」　
　
15
名
・
22
作
品

・「
絵
画
」　
15
名
・
24
作
品

・「
写
真
」　
18
名
・
34
作
品

・「
工
芸
」　
13
名
・
20
作
品

計
61
名
100
点
の
作
品
が
ず
ら
り
。

■
今
回
は
、ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
初
の

作
品
展
。
来
場
者
数
も
前
回
を
さ

ら
に
上
回
る
盛
況
ぶ
り
。
会
場
で

は
、連
日
、出
展
者
と
来
場
者
と
の

〝
ふ
れ
あ
い
・
交
流
・
歓
談
〟の
姿 

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

■
今
回
の
全
出
展
者
・
全
作
品
リ

ス
ト
は
本
稿
末
尾
に
掲
載
。
し
か

し
作
品
の
画
像
は
、残
念
な
が
ら

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、一
部
の
み

の
紹
介
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
か

ご
容
赦
の
程
を
。

■
な
お
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈
ウ
ェ
ブ

広
報
〉で
は
多
数
作
品
を
紹
介
。
是 

非
ご
覧
下
さ
い
。 

（
広
報
・
樋
口
）

「
書
道
・
色
紙
」の
部

『
陶
淵
明
詩
』（
隷
書
）
伊
藤 

柏
翠（
章
二
）

『
風
信
帖
よ
り 

臨
書
』
細
井
ミ
ツ
子

『千里の道も一歩から』
波田野竹峰（竹見）

『揚』（古代文字より）
（刻字）秋山青桃

（一財）東京新潟県人会館　東京新潟県人会

第25回  作品展
──書道・絵画・写真・各種工芸──

会期：令和５年11月４日（土）～６日（月）　会場：ふれあいふるさと館（県人会館）２Fホール

（写真・左上より）廣川 高志／佐藤 永久
（写真・中央、右）春日 寛

渡辺 竜五（佐渡市長）／磯田 達伸（長岡市長）／花角 英世（新潟県知事）／泉田 裕彦（衆議院議員）

『作品展』をより詳しく
知りたい方は、上の
二次元コードからアクセス
してください
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「
絵
画
」の
部

「
写
真
」の
部

「
各
種
工
芸
」の
部

『秋色の湖沼』春日 恒子

『厳寒の霊峰富士』樋口 昭『大和の秀麗』熊田 五郎

『水墨画 椿』杉山 玉雅（範子）

能面『増女』　能面『白菊』
別所 幸代

『五大銘竹竹華揃え』
（バンブーアート）猪股 護

『水辺の色彩（尾瀬）』阪西 保『はぜ』三川 秋一

『故郷佐渡の海Ⅱ 海は荒海
鎌滝 津江子

『
立
葵
』
榎 

芳
夫

『
薔
薇
圖
』
柳
濤
雪（
信
治
）

『
注
連
と
紙
垂
』
樋
口 

高
士

『
浜
辺
の
少
年
少
女
』

（
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
）田
代 

君
江

『
守
門
岳
雪
庇
』
貝
瀬 

利
一

『
崖
の
上
の
古
城
』
渡
辺 

一
松

『光と噴水のファンタジー』
野崎 敬策

蒔絵箱「ポインセチア」
本田 多喜子（清水 好美）

『
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
パ
ー
ク
の
秋
』

（
デ
ン
マ
ー
ク
刺
繍
）角
田 

芙
佐
子
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　氏名　　　　　題名
貝瀬 利一 PEACE
 守門岳雪庇
中川 宇妻 生成の神秘シリーズ～魂和
 生成の神秘シリーズ～想い
大橋 淑宏 ストックホルムの港
 近江八幡の水辺
大橋 美沙子 トルコキキョウ
 バラの花
渡邉 秀夫 千葉犬吠埼灯台
朝田 幸子 水墨画 シクラメン
 水墨画 晩秋の山野
本多 孝舟 朱鷺飛翔　夕日
 白衣観音
宮内 富子 i Padで描いた季節の実と花
杉山 玉雅（範子） 水墨画 椿
高津 葆 美女（イメージ）／富士山
榎 芳夫 ときめき／立葵
高橋 幸子 初夏の勧修寺／光明寺
春日 恒子 秋色の湖沼
渡辺 一松 吹奏（木版―版彫り進め法）
 崖の上の古城
 （木版―版彫り進め法）
柳 濤雪（信治） 薔薇圖（画賛）

　氏名　　　　　題名
表参道・新潟館　ネスパス　　鯛車
三條 和男 山本五十六元帥の海軍刀
 海軍士官の短剣とバンド
杉本 セツ ボルチモアキルト
関 美恵 小鉢　生花
池田 博 白泥掻落魚文鉢
 亀裂文鉢 花入
鎌滝 津江子 祝 米寿 樋口昭 様
 故郷佐渡の海Ⅱ 海は荒海
別所 幸代 能面『増女』／能面『白菊』
大橋 清美 かぎ針編み
角田 芙佐子 リージェントパークの秋／
 小さな野ばら（デンマーク刺繍）
田代 君江 花咲く庭の小さな物語／
 海辺の少年少女（クロスステッチ）
佐藤 雅子 名古屋帯（日本刺繍）Ⅰ、Ⅱ
猪股 護 五大銘竹竹華揃え
 （バンブーアート）
本田 多喜子 蒔絵箱

（清水 好美） 「ポインセチア」

　氏名　　　　　題名
花角 英世（新潟県知事） 日々新面目
    あるべし
泉田 裕彦（衆議院議員） 縁
磯田 達伸（長岡市長） 観自在
渡辺 竜五（佐渡市長） 進取果敢

波田野 竹峰（竹見） グリーンの襷
   千里の道も一歩から
光谷 素仙（俊幸） 心織筆畊
細井 ミツ子  風信帖より　臨書
  自詠俳句
柴田 京子  平常無事／短歌
尾田 政雄  滴翠（刻字）
河野 テル子  天衣無縫／愛敬
若林 柳一  川柳墨書作品
秋山 青桃  揚（古代文字より）
増田 寿美江  菜の花
加藤 越堂（和也） 人生に無駄なし
  人生は知識より智慧で
伊藤 柏翠（章二）  衛万詩（楷書）
  陶淵明詩（隷書）
  感謝文（行書）

出展全作品リスト

第 25 回 作品展 実行委員会メンバー

（一財）東京新潟県人会館 理事長 佐藤 永久　　　東京新潟県人会 会長 小林 保廣

作品展実行委員長 山本 ミチ子
作品展実行副委員長 樋口 昭 齋藤 常夫 原 勝英 高津 葆 水澤 聰充 長谷川 文子 松川 吉男
作品展実行委員 福原 弘 根津 万寿夫 杉山 範子 村山 政利 鈴木 清 戸澤 末子 岩田 東一 樋口 茂
 坂田 純一 宮内 富子 清水 裕美子 山田 セイ子 樋口 高士 鎌滝 津江子
 大橋 淑宏 尾田 政雄 川村 吾一 永井 利矢 成田 修 樋口 英五 斉藤 実

「絵画」の部 「各種工芸」の部 「書道・色紙」の部

「写真」の部

氏名　　　　　  題名　　　　　　　　　　　　撮影地
畔原 実 光り射す  小国町武石
野崎 敬策 光と噴水のファンタジー  御殿場
 秋元湖の朝  裏磐梯
 雪の富士屋ホテル  箱根
廣川 高志 茅葺の宿  柏崎じょんのび
佐藤 永久 春の石神井川岸にて  北区滝野川
春日 寛 カナディアン・ロッキー（バンフ）  カナダ
 レーク・ルイーズ（バンフ）  カナダ
山𥔎𥔎𥔎 𥔎𥔎 𥔎𥔎𥔎𥔎 自宅
勝沼 正敬 水・静鏡 尾瀬ヶ原
 水・静流 　〃
三川 秋一 はぜ 内海府 浦川
 神の住む山 外海府　大野亀
 快楽と悲しみ 二見新地
 静寂な日々 鷲崎
清水 好美 ガンジス川の朝日 ヴァ―ラーナシー（インド）
 栗駒山登山道 宮城県

　氏名　　　　題名　　　　　　　　　　　　撮影地
松山 俊明 桜花爛漫 目黒川
 富士屋ホテル裏庭の紅葉 箱根
樋口 昭 厳寒の霊峰富士 Route138 富士吉田地先
 雄姿富士の文化 新倉山（1,184m）
 朝陽に染まる霊峰富士 仲之倉峠（1,150m）
 紅梅の乱舞 岩本山公園
 富士のシルエット 御坂峠（1,300m）
樋口 英五 ７号台風を守る灯台 白浜町野島岬
田中 良治 三峯神社 大滝村三峯
熊田 五郎 宵の美景 名古屋市鶴舞公園
 大和の秀麗 　　〃
阪西 保 守門の春 守門岳
 水辺の色彩（尾瀬） 尾瀬
樋口 高士 祖国ウクライナへ 県人会・納涼まつり
 注連（しめ）と紙垂（しで） 横浜市南区・杉山神社
藤田 博仁 もどらぬ指 小国町八王子　
白石 幸子 ここで一服 　　〃
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正
副
会
長
会（
10
月
定
例
）

令
和
５
年
10
月
３
日（
火
）

一
、
９
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
予
算
執
行
状
況
報
告

四
、
会
長
等
推
薦
内
規
改
定

・
組
織
検
討
委
員
会
か
ら
内

規
原
案
を
総
務
委
員
会
に

提
示
、
討
議
を
経
た
改
定

案
が
提
案
さ
れ
承
認

　
次
回
会
議
ま
で
に
推
薦
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
報
告

五
、
芸
能
大
会
に
つ
い
て
参

加
状
況
の
報
告

六
、
理
事
会
の
開
催

・
数
年
間
理
事
会
が
開
催
さ

れ
無
か
っ
た
が
来
年
は
総

会
前
に
開
催
を
決
定
。
県

人
会
活
動
の
活
発
化
を
図

る
た
め
郷
人
会
会
長
・
地

区
県
人
会
会
長
・
同
窓
会

会
長
に
理
事
就
任
を
要
請

七
、
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

　
県
人
会
と
し
て
イ
ン
ボ
イ

ス
番
号
を
取
る
事
を
承
認

八
、
理
事
・
委
員
会
推
薦

　
須
田
健
一
・
石
塚
智
両
氏

総
務
委
員
に
推
薦
了
承

常
務
理
事
会（
10
月
定
例
）

令
和
５
年
10
月
３
日（
火
）

一
、
９
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
正
副
会
長
会
議
報
告

四
、
各
委
員
会
報
告

　
質
疑
応
答
の
結
果
承
認

財
団
理
事
会（
10
月
定
例
）

令
和
５
年
10
月
24
日（
火
）

一
、
９
月
議
事
録
確
認

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

三
、
予
算
執
行
状
況
報
告

四
、
隣
地
境
界
に
つ
い
て

文
化
委
員
会（
10
月
定
例
）

令
和
５
年
10
月
10
日（
火
） 

一
、
新
年
祝
賀
会
受
付
要
員

内
定

二
、
文
化
講
演
会
令
和
６
年

２
月
３
日
開
催
予
定

三
、
第
25
回
作
品
展
実
行
委

員
会
会
議
10
日
・
19
日

　
５
委
員
会
・
ふ
る
さ
と
文

化
交
流
会
等
の
支
援
28
名

で
実
行
委
員
会
を
設
立
委

員
の
業
務
内
容
、
作
業
予

定
等
の
役
割
分
担
決
定

総
務
委
員
会（
10
月
定
例
）

令
和
５
年
10
月
11
日（
水
） 

一
、
総
務
委
員
２
名
承
認

二
、「
会
長
等
推
薦
内
規
改

定
案
」
承
認
さ
れ
た
「
推

薦
内
規
改
定
案
」
細
部
の

説
明

三
、「
慶
弔
規
定
の
改
正
案
」

・
現
行
の
「
慶
弔
規
定
」
は

有
名
無
実
化
し
て
お
り
全

面
改
訂
が
必
要
「
慶
弔
な

ど
の
取
扱
い
基
準
」
を
役

員
会
に
提
案

広
報
委
員
会（
10
月
定
例
）

令
和
５
年
10
月
13
日（
金
）

一
、
広
報
ウ
エ
ブ
の
現
状
把

握
と
改
善
点
に
つ
い
て
榊

委
員
よ
り
詳
し
い
説
明
と

委
員
会
に
対
す
る
要
望

二
、
会
報
誌
の
現
況

①
　
11
月
号
作
業

　
進
行
は
ほ
ぼ
順
調
。
表
紙

を
決
定

②
　
12
月
号
編
成

　
芸
能
大
会
と
作
品
展
予
定

③
　
１
月
号
表
紙

　
朝
日
輝
く
新
潟
の
山
提
案

三
、
10
月
号
の
反
省

・
清
水
委
員
か
ら
多
数
の
校

正
漏
れ
（
誤
字
、
表
記
不

統
一
）
を
具
体
的
に
指
摘

し
た
資
料
の
配
布

　
樋
口
委
員
長
が
今
後
の
課

題
と
し
て
検
討
必
要
と
次

回
に
持
ち
越
し

第
７
回
組
織
検
討
委
員
会

令
和
５
年
10
月
18（
水
） 

一
、
推
薦
委
員
の
人
選

　
事
務
局
か
ら
の
提
案
に
つ

い
て
12
名
を
決
定

二
、
開
催
時
間
変
更

　
正
副
会
長
会
17
時

　
常
務
理
事
会
18
時
を
提
案

三
、「
慶
弔
規
定
細
則
」

　
の
見
直
し
案
を
次
回
役
員

会
に
提
案

四
、
11
月
役
員
会
で
推
薦
委

員
が
決
定
次
第
第
１
回
の

推
薦
委
員
会
を
開
催

組
織
委
員
会（
10
月
定
例
）

令
和
５
年
10
月
20
日（
金
） 

一
、
10
月
26
日
開
催
の
同
好

会
の
準
備

二
、
入
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
再

検
討

三
、
組
織
委
員
会
今
後
課
題

四
、
会
員
向
け
イ
ベ
ン
ト
の

検
討

女
性
委
員
会

令
和
５
年
10
月
23
日（
月
）

一
、
芸
能
大
会
に
つ
い
て

　
各
自
か
ら
体
験
し
た
報
告

が
あ
り
情
報
を
共
有

二
、
上
野
ピ
ー
ス
オ
ブ
ラ
イ

ト
、
当
日
の
状
況
報
告

財
務
委
員
会（
10
月
定
例
）

令
和
５
年
10
月
24
日（
火
） 

一
、
今
期
委
員
長
岩
田
東
一

新
委
員
推
薦
　
中
町
厚

二
、
県
人
会
会
計
報
告

　
会
計
事
務
所
に
多
く
の
部

分
を
委
託
す
る
よ
う
提
言

三
、
新
年
祝
賀
会

　
予
算
・
役
割
に
つ
い
て
正

副
会
長
会
に
提
案

会
議
・
委
員
会
報
告

◎ 2024 年度は会長、副会長、監事の改選期に当たります。
◎ �11 月７日正副会長会並び常務理事会にて次期役員の選任の為、推薦委員が選任され推薦委員会が発足い
たしております。

◎�役員候補者の受付をいたします。役員に立候補される方は自薦・他薦を問わず１月 15 日までに事務局に
お届けください。推薦書フォームを追ってお送りいたします。不明な点は事務局にお問合せください。
◎推薦委員

事務局　　担当：清水
TEL：03-3832-7619　FAX：03-3832-7639

推薦委員会からのお知らせ

県人会役職 主な県人会活動場所 関係地区 候補者

副会長

広報広告部会会長 中越 廣川　高志
旅クラブ会長 下越 鈴木　輝雄
十高同窓会東京支部会長 中越 福原　　弘
業種間交流会共同代表 中越 村山　政利

常務理事・委員長 文化委員会委員長 中越 樋口　　昭

理事
広報・女性委員会委員 佐渡 鎌瀧津江子
総務委員会委員 佐渡 服部　真吾
東京糸魚川会事務局長 上越 高間　紀雄

県人会役職 主な県人会活動場所 関係地区 候補者

郷人会長

東京十日町会会長
（相談役・総務委員会委員） 中越 春日　　寛

東京牧村会会長（理事） 上越 鈴木　　勉
首都圏えちご蒲原会会長
（常務理事） 下越 鏡　　　實

地区県人会長 新潟越後獅子の会会長（理事） 中越 鈴木　忠夫
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10
月
度
会
館
利
用
状
況

1
日
㈰	

お
け
さ
友
愛
会

	
	

新
井
高
校
同
窓
会

	
	

首
都
圏
六
日
町
会

	
	

東
京
吉
川
会

2
日
㈪	
高
田
高
校
校
友
会

	
	

東
京
支
部

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

3
日
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

正
副
会
長
会
議
常
務
理
事
会

5
日
㈭	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

6
日
㈮	

草
木

	
	

東
京
・
え
ち
ご
雪
椿
の
会

7
日
㈯	

川
東
中
学
校
同
窓
会

	
	

東
京
糸
魚
川
会

	
	

東
京
松
代
会

	
	

柏
商
同
窓
会

	
	

伊
沢
会

8
日
㈰	

能
水
会
東
京
支
部

	
	

首
都
圏
佐
和
田
会

10
日
㈫	

文
化
委
員
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

作
品
展
実
行
委
員
会

12
日
㈭	

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

13
日
㈮	

え
ち
ご
妙
高
会

	
	

東
京
松
代
会

	
	

歌
声
ク
ラ
ブ

	
	

広
報
委
員
会

14
日
㈯	

北
越
高
校
関
東
北
友
会

	
	

し
ば
た
豊
浦
会

	
	

新
発
田
高
等
学
校

	
	

首
都
圏
同
窓
会
支
部

	
	

東
京
牧
村
会

	
	

東
京
六
華
会

15
日
㈰	

鯖
石
郷
大
沢
会

	
	

東
京
小
国
会

	
	

村
上
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

16
日
㈪	

上
野
不
忍
ピ
ー
ス
オ
ブ
ラ
イ
ト

17
日
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

桂
歌
助
　
一
笑
会

18
日
㈬	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

組
織
検
討
委
員
会

19
日
㈭	

文
化
委
員
会

	
	

作
品
展

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

20
日
㈮	

組
織
委
員
会

事務局からのお知らせ

	
	

（
株
）ア
イ
テ
ィ
ー
プ
ロ
デ
ュー
ス

21
日
㈯	

あ
み
ぐ
る
み

	
	

新
潟
大
学
理
学
部
首
都
圏

	
	

同
窓
会

	
	

加
茂
農
林
高
等
学
校

	
	

同
窓
会
東
京
支
部

	
	

上
野
不
忍
ピ
ー
ス
オ
ブ
ラ
イ
ト

22
日
㈰	

東
京
松
里
会

	
	

東
京
良
寛
会

	
	

シ
ャ
ト
ル
の
会

23
日
㈪	

女
性
委
員
会

24
日
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

財
団
理
事
会

25
日
㈬	

国
際
環
境
研
究
協
会

	
	

首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

26
日
㈭	

組
織
委
員
会

	
	

財
務
委
員
会

28
日
㈯	
新
潟
大
学
理
学
部
首
都
圏

	
	

同
窓
会

	
	

東
京
中
之
口
会

	
	

六
日
町
高
校
東
京
同
窓
会

	
	

花
實
短
歌
会

	
	

東
京
新
潟
西
川
会

	
	

六
日
町
高
校
東
京
同
窓
会

	
	

小
千
谷
高
校
東
京
Ｏ
Ｂ
会

29
日
㈰	

新
潟
大
学
管
弦
楽
団
首
都
圏

	
	

同
窓
会

	
	M
O
M
EN
T

写
真
ク
ラ
ブ

	
	

東
京
吉
川
会

	
	

若
波
会

31
日
㈫	

国
際
環
境
研
究
協
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

県
人
会
・
郷
人
会
の
動
き

◎
東
京
村
上
市
郷
友
会

三
面
川
の
鮭
を
食
べ
る
会

　会
長
：
佐
藤 

勝

　日
時
：
令
和
5
年
12
月
17
日（
日
）12
時
～

　会
場
：
庄
や
目
黒
４
０
８
店

　電
話
：
０
３-

３
４
９
４-

１
９
７
０

◎
城
下
町
新
発
田
会

新
年
祝
賀
会

　会
長
：
小
野 

悦
男

　日
時
：
令
和
６
年
１
月
14
日（
日
）11
時
～

　会
場
：
東
天
紅
　
上
野
店

　電
話
：
０
３-

３
８
２
８-

５
１
１
１

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野
テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
12
月
４
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

日
時
：
12
月
21
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳
　
政
直

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
12
月
８
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※	

毎
月「
第
２
週
目
金
曜
日
」に
実
施

予
定
で
す
。

新入会員のご紹介10月分新入会員のご紹介10月分（敬称略）（敬称略）
（出身地は合併前の名称も使っています）
会員名 出身地 紹介者

小野塚 公一 津南町 樋口 高士

カネコ総業
株式会社 金子 昇

五月女 心ノ助 上越市
（ 旧高田市大町 ） 内田 晃

東京新潟県人会　寄付
山﨑　泉

（故山﨑ヤス副会長ご家族）
30,000

寄付金報告

ありがとうございました。
皆様からお寄せいただいた	
ご厚意は、県人会運営発展
に活用させていただきます。

令和 6年　新年祝賀会のご案内
東京新潟県人会　会長　小林　保廣

実行委員長　根津　万寿夫
令和 6年の新年祝賀会を「ホテル椿山荘東京」で開催いたします。
各地区県人会・郷人会・同窓会等お仲間の方々にお声をかけて頂き、多数お誘い合いご参加くださるよう、ご案内申し上げます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　記　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

開 催 日 時　令和６年１月27日（土）　11 時 20 分開会　受付は 10 時から
会　　　場　ホテル椿山荘東京　バンケット棟５階　グランドホール「椿」
　　　　　　文京区関口２－10－８　☎ 03－3943－1111（代）
会　　　費　12,000 円　※お申込み頂きましたら振込用紙をお送りいたします。
　　　　　　　　　　　　入金確認後入場チケットをお送りいたします。
申込み締切　令和５年12月20日（水）
申込み方法　◎所定の	 申込みフォーム 	にてお申込みお願いします。
　　　　　　・ファックスまたは郵送の場合は、11 月号同梱の申込み用紙をご利用ください。
　　　　　　・メールの場合、事務局にメールいただけますと	 申込みフォーム 	を添付してお送りします。
　　　　　　　E-mail：info@niigatakenjinkai.com
　　　　　　※お名前の入力間違いを防ぐ為、できるだけ、メールにてお送りください。
キャンセル　令和６年１月21日（日）までにお願いします。１月22日（月）から、キャンセル料 100％かかります。
アトラクション　◎申込み締切は、令和５年 12 月 20 日（水）
　　　　　　　　◎申込み用紙は、事務局に用意しておりますので、お問い合わせください。

（	10	）



日　時：	令和６年２月10日（土）午後２時～４時
受　付：	午後１時30分～　定員70名様
	 事前に事務局へお申し込みください。
会　場：	東京新潟県人会館２階ホール
	 〒 110-0005　台東区上野１－13－6
	 TEL	03-3832-7619 ／ FAX	03-3832-7639

入場料：	 500円
主　催：	（一財）東京新潟県人会館／東京新潟県人会
	 （企画・文化委員会）

■ 略歴 
1936年６月十日町に生れ
1959年４月中央大学法学部卒
1964年４月弁護士登録
1996年４月立正大学法学部教授
2012年４月日本桜の会評議員

弁護士
春日　寛	氏【講	師】

第 36回	文化講演会
弁護士として「法律の制定・改廃を求めて 60年」

【主なる著書および論文】
著  書	 「消費者は弱者－暮らしをまもる消費者訴訟」　1978 年
	 「消費者問題の法律相談」1987 年
	 「独占禁止法」1997 年　　　　　　　他４点
論  文	 「消費者訴訟の経緯と現在」1979 年
	 「消費者訴訟の現状」1989 年
	 「住専処理と銀行の責任」1999 年　　他 13 点

次回 1 月 16日（火）「卓話の時間」

【卓話者】髙橋　和夫  氏（新潟県北魚沼郡小出町出身、東急株式会社代表取締役副会長）

テーマ：東急グループによる 100 年のまちづくりの歩み」（仮）

　本年６月に約５年間務めた東急株式会社の社長を退任し、副会長に就任した髙橋氏から、100 年に一度と言われ
る大規模な再開発で注目を集める街・渋谷、本年３月に 39 年振りに新線開業した東急新横浜線や４月に開業した
新宿の新しいランドマーク東急歌舞伎町タワーなど、2022 年に創立 100 周年を迎えた東急グループのまちづくりの
歩みについてお聴きします。

12 月の「卓話の時間」開催案内

■日　時
　令和５年 12 月 12 日（火）15：00 ～
　受　付：14：30
■会　場
　東京新潟県人会館　２階ホール
■申込み
　県人会事務局へ　電話 03-3832-7619
■会　費（茶菓代）　5 0 0 円

映 写 会 テーマ：「太平洋戦争開戦記念日（12 月８日）」
誰よりも開戦に反対した男がいた―
　監修・原作：半藤一利　　特別協力：山本義正

役所広司主演の人間山本五十六の苦渋を物語る映画です。
是非ご覧ください。

卓話者：三條 和男 氏（東京関原会会長、総務委員会委員）

「聯合艦隊司令長官  山本五十六」

（	11	）



表参道・新潟館ネスパス  閉館のご案内

▶
11月30日（木）～
� 12月3日（日）
初日13：00から
最終日16：00まで

ネスパス 師走の市
「揚げしんじょう」「揚げかまぼこ」は、美味しいだしが出ておでんに最適です。おでんの隣には、甘みと酸味の
バランスが特徴の新感覚の日本酒「イットキー（IT'S�THE�KEY）生酒しぼりたて」がお似合い！�また、塩をす
り込み乾燥させた旨味たっぷりの村上の塩引き鮭や美味しいおにぎりも各種ご用意いたします。屋外テントでは
五平餅や長岡ポークの白もつを越後みそでじっくり煮込んだ特製もつ煮などを販売します。

▶
7日（木）～10日（日）
初日13：00から
最終日16：00まで

十日町 手しごとや素材道具作品展示販売＋手織り教室
７年間続いた「手しごとや織物教室＠ネスパス」、今回が最終回となります。糸の面白さやご自身で選んだ糸で
織る手織りの楽しさをご紹介し、手芸用絹糸をはじめ各種織り道具、特産のわら細工製品やマフラーなどの手織
り製品も展示販売いたします。この機会に、雪国が育んだ織物の魅力をご覧ください。
【主催】十日町手しごとや、十日町市産業政策課

▶
15日（金）～17日（日）
初日10：30から
最終日16：00まで

冬・南区「おいしさ満載便」
新潟市南区発の冬の味覚と文化をお届けいたします！�区内の各観光農園より、芳醇な香りととろけるような食
感が魅力の幻の西洋梨「ル�レクチエ」、和梨などの旬の果実や旨味たっぷりのきのこ、さらに南区伝統の和凧や
お土産に最適なお菓子を販売いたします。また、寒い季節にぴったりの「きのこ汁」もお楽しみいただけます !�
皆さまのお越しをお待ちしております。【主催】新潟市南区観光協会、新潟市南区観光農園協会

▶
22日（金）～24日（日）
初日13：00から
最終日16：00まで

糸魚川冬フェスタ
糸魚川市から自然豊かな特産品をお届けします。新潟県産の南蛮えびを使った旨味たっぷりの「えび汁」、糸魚
川名物「ブラック焼きそば」、新米コシヒカリのおにぎり、ひすい麺やひすい製品など自慢の品々を取り揃えます。
さらに屋外テントでは、気温の寒暖差が激しい地域で収穫された新米や地元の野菜などを販売します。ネスパス
最後のイベントです！�皆さまのご来場を心よりお待ちしております。【主催】糸魚川うまいもん会

12月ネスパス イベント情報ネスパス イベント情報表参道・新潟館
▶▶▶　　No．00306No．00306

B１F お食事処「新潟食楽園」 TEL 03-5775-4322

１F イベントスペース
 物産販売「新潟食楽園」 TEL 03-5775-4332
 会席・和食「にいがたの味　静香庵」
 TEL 03-5771-8500

２F （公社）新潟県観光協会 東京観光センター
 にいがた暮らし・しごと支援センター
 TEL 03-5771-7713

◇東京メトロ「表参道駅」A2出口より 徒歩１分
◇JR山手線「原宿駅」表参道口より　徒歩10分

■TEL：03-5771-7711  （代）　■FAX：03-5771-7712
■E-mail：nespace@nico.or.jp
■URL  https://www.nico.or.jp/nespace/

公益財団法人にいがた産業創造機構

ネスパス で検索!

開催時間　10：30～18：00 ※初日と最終日以外

ネスパスでは、閉館直前まで地元・新潟の季節の食材や話題の物産などを紹介するイベントを開催しています。食をはじめとする新潟県の魅力に触れていただける
よう、さまざまな催しもご用意しておりますので、表参道にお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。イベント開催や出店者ならびに販売商品が変更となる場合が
ございますので、あらかじめホームページ等でご確認の上、ご来館ください。

26 年間の長きにわたって皆様にご愛顧いただき、本当にありがとうございました。
表参道・新潟館ネスパスは令和５年 12 月 25 日に閉館しますが、今後、銀座に新しい情報発信拠
点がオープンします。新たな拠点も、ネスパスと同様に皆様方に愛されるように頑張ります。 
引き続き、皆様方のご理解、ご支援をお願いします。

■ 設置場所
　 住　　　所：東京都中央区銀座５- ６- ７（銀座鈴らん通り）
　 フロア・面積：５フロア（地下１階、地上１階～３階、８階）
　　　　　　　 163.44 坪

■ 新たな首都圏情報発信拠点の名称

■ 新たな首都圏情報発信拠点のオープン時期
　 令和６年５月末（予定）

「２６年間の長きにわたって皆様にご愛顧いただき、本当にありがとうございました。�

表参道・新潟館ネスパスは令和５年１２月 �� 日に閉館しますが、今後、銀座に新しい情

報発信拠点がオープンします。新たな拠点も、ネスパスと同様に皆様方に愛されるように頑

張ります。引き続き、皆様方のご理解、ご支援をお願いします。」�

��

【【設設置置場場所所】】�

住� � � � 所：東京都中央区銀座５�６�７（銀座鈴らん通り）�

フロア・面積：５フロア（地下１階、地上１階～３階、８階）・������坪�

�

�
�

【新たな首都圏情報発信拠点の名称】�

銀銀座座・・新新潟潟情情報報館館��
������������������������

� � �
【新たな首都圏情報発信拠点のオープン時期】�

� � 令和６年５月末（予定）�

�

西五番街通り

中央通り 銀座4丁目
交差点

銀座
NAGANO

東京メトロ
銀座駅 銀座和光

銀座和光

至 築地

至 有楽町

銀座三越晴
海
通
り

至 日本橋至 新橋

銀座鈴らん通り

新潟県新首都圏
情報発信拠点

位置図
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地区県人会・郷人会だより
　
関
東
畑
野
会
総
会
・
懇
親

会
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
４
年

ぶ
り
の
開
催
。
47
名
と
少
人

数
な
が
ら
、
久
し
振
り
に
会

う
顔
に
は
喜
び
と
懐
か
し
さ

の
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

冒
頭
、
前
新
潟
県
人
会
館
理

事
長
故
川
村
敏
夫
氏
（
元
関

東
畑
野
会
会
長
）
他
亡
く
な

ら
れ
た
20
数
名
の
会
員
に
黙

と
う
を
捧
げ
た
後
、
開
会
を

宣
言
。
和
泉
会
長
は

第
一
に
、
県
人
会
や
佐
渡
連

合
会
、
関
東
畑
野
会
な
ど
の

催
事
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
で

会
員
の
元
気
を
支
援

第
二
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト
支

援
、
佐
渡
島
の
金
山
の
世
界

遺
産
登
録
支
援
な
ど
、
皆
様

５
年
ぶ
り
総
会
に
十
高
校
長
、

同
窓
会
長
も
郷
里
か
ら
参
加

　
県
立
十
日
町
高
校
同
窓
会

東
京
支
部
の
第
27
回
総
会

が
、10
月
８
日（
日
）、恒
例
会

場
・
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
前
回

総
会
が
延
期
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、５
年
ぶ
り
に
開
催
。

　
十
日
町
か
ら
は
、
武
藤
俊

明
校
長
、
村
山
政
文
同
窓
会

長
、
山
内
正
胤
十
日
町
新
聞

社
・
代
表
取
締
役
の
３
名
が

上
京
。
支
部
会
員
と
合
せ
て

計
64
名
の
参
加
の
も
と
盛
大

に
祝
う
。

と
と
も
に
ふ
る
さ
と
に
貢
献

こ
れ
ら
を
目
指
す
こ
と
で
関

東
畑
野
会
を
楽
し
く
元
気
に

し
た
い
。
手
始
め
に
本
日
は

大
い
に
語
ら
い
、
食
べ
て
、

楽
し
ん
で
、
元
気
を
持
ち
帰

ろ
う
と
、呼
び
か
け
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
畑
野
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
長
金
子
明
弘

様
、
新
潟
県
議
会
議
員
中
川

隆
一
様
（
畑
野
出
身
）、
畑

野
商
工
会
会
長
本
間
雅
博
様

の
三
方
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
出
生
率
が
危
機
的
に
低

下
す
る
中
で
、
佐
渡
移
住
者

は
５
０
０
件
に
な
る
と
か
、

こ
の
冬
の
大
雪
で
は
倒
木
・

竹
折
れ
等
に
よ
る
交
通
遮
断

で
集
落
が
10
日
間
も
孤
立
す

る
等
被
害
甚
大
な
様
子
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
「
江
戸
眼
鏡
で
佐
渡
の
街

歩
き
」「
小
倉
物
部
神
社
の

鬼
太
鼓
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
ふ
る

さ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
童
心

に
帰
っ
て
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
は
、
佐
渡
土
産
の
原
木
干

し
椎
茸
、
ぜ
ん
ま
い
、
金
粉

入
り
せ
ん
べ
い
等
の
景
品
に

盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

突
然
「
百
万
円
の
札
束
だ

よ
！
」
の
声
、
実
は
メ
モ
帳

と
分
か
っ
て
会
場
は
笑
い
の

渦
。
続
い
て
佐
渡
こ
が
ね
会

な
ど
に
よ
る
佐
渡
民
謡
の
唄

と
踊
り
、
飛
び
入
り
参
加
か

ら
会
場
狭
し
と
輪
踊
り
に
発

展
。
熱
気
で
最
高
潮
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
万
歳
三
唱
、

「
ふ
る
さ
と
」
合
唱
、
来
年

再
会
宣
言
で
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。
帰
路
に
就
く
皆
さ

ん
の
顔
は
、
満
足
感
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
長 

中
村
敏
夫
記
）

第
一
部
　
総
会

�

（
12
：
00
～
12
：
40
）

　
定
刻
12
：
00
。
司
会
・
根

津
万
寿
夫
に
よ
り
開
会
。
ま

ず
福
原
弘
・
支
部
長
が
挨
拶
。

次
い
で
、
村
山
政
文
・
同
窓

会
長
の
「
100
周
年
へ
向
け
て

の
お
願
い
」、
武
藤
俊
明
校

長
の
「
学
校
の
現
況
説
明
」

を
中
心
と
し
た
ご
挨
拶
。
議

事
は
、
議
長
選
出
か
ら
役
員

選
出
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
。
選
出
さ
れ
た
７
名
の
新

役
員
（
全
員
留
任
）
が
登
壇
。

福
原
支
部
長
よ
り
、
紹
介
が

あ
っ
た
。

第
二
部�

懇
親
会

�

（
12
：
50
～
14
：
00
）

　
定
刻
。司
会
・
中
町
厚
に
よ

り
最
年
長
・
小
林
力
氏（
昭
和

21
年
卒
）の
挨
拶
と
乾
杯
音

頭
で
、懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。

　
食
事
・
歓
談
タ
イ
ム
に
入

り
、
暫
し
桂
歌
助
・
師
匠
の

軽
妙
な
小
話
で
座
も
和
み
、

各
所
で
は
杯
を
傾
け
な
が
ら

の
久
闊
を
叙
す
歓
談
の
輪
が

広
が
る
。

　
そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

の
全
員
参
加
の
校
歌
・
応
援

歌
の
大
合
唱
。
旧
制
以
来
の

校
歌
（
作
詞
：
相
馬
御
風
、

作
曲
：
中
山
晋
平
）「
雲
む

ら
さ
き
の
朝
ぼ
ら
け
…
」
等

が
、高
ら
か
に
響
き
わ
た
る
。

最
後
は
、
樋
口
茂
・
副
支
部

長
の
挨
拶
と
、〝
三
本
締
め
〟

で
、
無
事
閉
会
。

�

（
広
報
・
樋
口
）

開
会
挨
拶
の
福
原
弘
・
支
部
長

「
小
話
」
の
桂
歌
助
・
師
匠

校
歌
・
応
援
歌
大
合
唱
の
指
揮

　
―
相
集
う
は
良
き
か
な
―

十
日
町
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

第
27
回 

総
会
・
懇
親
会 

支
部
長
・
福
原 

弘

日
時
：
10
月
８
日（
日
）

場
所
：
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

2F
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ル

関
東
畑
野
会 

会
長
　
和
泉 

賢
一

第
38
回
関
東
畑
野
会
総
会
・
懇
親
会

日
時
：
令
和
５
年
６
月
10
日（
土
）

場
所
：
庄
や
目
黒
４
０
８
店

（�13�）



粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
５
３
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

道
の
駅
天
領
の
里

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

�

（
出
雲
崎
町
）

◎
日
本
海
に
隣
接
し
た
道
の

駅「
越
後
出
雲
崎
天
領
の

里
」。
出
雲
崎
は
、元
和
２
年

（1616

）佐
渡
か
ら
の
金
銀
の

陸
揚
げ
港
と
し
て
越
後
で
初

め
て
代
官
所
が
置
か
れ
た
直

轄
地「
天
領
」と
な
り
ま
し

た
。
天
領
の
里
は
、そ
ん
な

時
代
背
景
を
再
現
し
た『
天

領
出
雲
崎
時
代
館
』『
出
雲

崎
石
油
記
念
館
』、そ
し
て
出

雲
崎
と
周
辺
の
物
産
を
販
売

す
る『
物
産
館
』、旬
の
海
の

幸
を
お
楽
し
み
頂
け
る
食
事

処『
レ
ス
ト
ラ
ン
陣
や
』、野

外
で
憩
う『
日
本
海
夕
日
公

園
』、観
光
ス
ポ
ッ
ト『
夕
凪

の
橋
』等
を
要
し
、出
雲
崎
の

観
光
拠
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
、ご
当
地
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
の
販
売
に
力
を

入
れ
て
お
り
、真
っ
黒
な
色

の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム「
出
雲

崎
の
夜
の
輝
き
」や
濃
厚
な

カ
カ
オ
の
味
を
楽
し
め
る

「
ク
レ
ミ
ア 

ザ 

シ
ョ
コ
ラ
」、

希
少
な
蜂
蜜
で
あ
る
ダ
マ
ス

ク
ロ
ー
ズ
を
贅
沢
に
使
用
し

た「
ロ
ー
ズ
ミ
エ
ル
」の
販
売

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

三
島
郡
出
雲
崎
町
尼
瀬
６-

57

☎
０
２
５
８-

７
８-

４
０
０
０

◎
冬
季
は
町
内
の
各
ス
キ
ー

場
で
、そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を

設
け
た
演
出
に
よ
る
創
作
花

火
が
打
ち
上
が
り
ま
す
。
冬

の
澄
ん
だ
夜
空
を
彩
る
冬
花

火
は
、夏
の
花
火
と
は
違
っ

た
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
の

で
、湯
沢
町
へ
お
越
し
の
際

は
幻
想
的
な「
湯
沢
冬
花
火
」

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
降
雪・天
候
状
況
に
よ
り
、

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
打
上
げ
日
　
２
０
２
３
年

12
月
31
日（
日
）21
時

NASPA

ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

２
０
２
４
年
１
月
開
催

１
日（
月
）19
時
　
中
里
ス

ノ
ー
ウ
ッ
ド
ス
キ
ー
場・１
日

（
月
）17
時
湯
沢
中
里
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト・
20
日（
土
）18
時

GA
LA

湯
沢
ス
キ
ー
場

２
月
開
催：
10
日
湯
沢
パ
ー

ク
ス
キ
ー
場・
17
日
神
立
ス

ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト・
24
日
岩
原

ス
キ
ー
場
／
か
ぐ
ら
ス
キ
ー

場
み
つ
ま
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

３
月
開
催：
２
日
湯
沢
高
原

ス
キ
ー
場・
９
日
か
ぐ
ら
ス

キ
ー
場
田
代
ス
テ
ー
シ
ョ

ン・16
日
一
本
杉
ス
ノ
ー
パ
ー

ク・23
日
苗
場
ス
キ
ー
場

※
詳
細
は
各
ス
キ
ー
場
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

湯
沢
冬
花
火
２
０
２
４

�

（
湯
沢
町
）

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
食

「
佐
渡
の
み
か
ん
」

�

（
佐
渡
市
）

◎
佐
渡
の
地
質
や
地
形
と
関

わ
り
の
あ
る
食
材
と
そ
の
食

材
を
使
っ
た
食
品
で
あ
る

「
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
食
」。
そ

の
中
か
ら「
佐
渡
の
み
か
ん
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
佐
渡
の
み
か
ん
は
、主
に

佐
渡
の
南
部
地
域（
小
佐
渡

南
岸
）で
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
佐
渡
南
岸
は
、小
佐

渡
丘
陵
が
衝
立
と
な
る
た

め
、冬
の
季
節
風（
北
西
の

風
）の
影
響
を
受
け
に
く
く
、

対
馬
暖
流
が
沿
岸
を
流
れ
、

最
も
寒
い
時
期
で
も
平
均
気

温
が
５
℃
と
み
か
ん
栽
培
に

適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、小

佐
渡
南
岸
の
斜
面
は
日
照
時

間
が
長
い
こ
と
も
あ
り
、こ

れ
ら
の
地
形
と
気
候
が
み
か

ん
を
栽
培
す
る
た
め
の
好
条

件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
収
穫
時
期
は
11
月
か
ら
12

月
で
、樹
で
熟
し
た
も
の
を

収
穫
す
る
た
め
、コ
ク
の
あ

る
濃
厚
な
味
わ
い
で
す
。
ぜ

ひ
一
度
お
召
し
上
が
り
く
だ

さ
い
。

佐
渡
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

☎
０
２
５
９-

２
７-

２
１
６
２
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下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

こ
の
冬
は
妙
高
の
ス
キ
ー

場
で
極
上
パ
ウ
ダ
ー
を

�

（
妙
高
市
）

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

◎
田
上
町
羽
生
田
地
区
に
は

「
子
育
て（
延
命
）地
蔵
」で
有

名
な
定
福
寺
が
あ
り
ま
す
。

◎
か
つ
て
、護
摩
堂
山
の
麓

で
、真
言
密
教
と
の
か
か
わ

り
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た

が
、後
世
に
な
っ
て
、曹
洞
宗

に
改
宗
し
、現
在
地
へ
移
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
子
育
て（
延
命
）地
蔵
は
、

河
内
国
矢
田
の
金
剛
寺
を
開

き
、地
蔵
信
仰
を
広
め
た
満

米
上
人
の
作
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
寛
文
12（
１
６

７
２
）年
に
定
福
寺
二
世
の

熊
谷
和
尚
に
よ
っ
て
現
在
の

定
福
寺
に
勧
請
さ
れ
ま
し

た
。
無
病
延
命
に
ご
利
益
の

あ
る
子
育
て
地
蔵
と
し
て
信

仰
を
集
め
て
ま
す
。
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、羽
生
田
駅

に
降
り
立
っ
た
お
参
り
客
が

行
列
を
作
り
、道
中
の
店
で

は
、紅
白
の
団
子
を
買
い
、そ

れ
を
お
供
え
し
て
い
た
と
の

こ
と
。
現
在
も
沢
山
の
方
が

定
福
寺
、子
育
て
地
蔵
へ
お

参
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
蒲
原
郡
田
上
町
羽
生
田

乙
５
８
７

羽
生
田
駅
徒
歩
8
分

◎
妙
高
エ
リ
ア
に
あ
る
９
つ

の
ス
キ
ー
場
で
は
、極
上
の

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
が
豊
富
な

多
種
多
様
な
コ
ー
ス
の
中

で
、ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
楽
し
む
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
、赤
倉
温
泉
、赤
倉

観
光
リ
ゾ
ー
ト
、池
の
平
温

泉
ア
ル
ペ
ン
ブ
リ
ッ
ク
、妙

高
杉
ノ
原
の
各
ス
キ
ー
場
に

は
、オ
ー
ト
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
が
新
た
に
導
入
さ
れ
、リ

フ
ト
券
購
入
や
ゲ
レ
ン
デ
内

の
ア
ク
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
す
。そ
し
て
、ス
キ
ー

場
近
く
の
温
泉
地
に
は
、湯

量
豊
富
な
温
泉
も
多
数
。
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
だ
後
は
、温
泉
で
体
の
疲

れ
を
癒
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◎
各
ス
キ
ー
場
の
お
す
す
め

ポ
イ
ン
ト
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

各
ス
キ
ー
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ン
ク
集

https://w
w

w
.city.m

yoko.
niigata.jp/docs/106.htm

l

妙
高
高
原
観
光
案
内
所

☎
０
２
５
５-

８
６-

３
９
１
１

◎
福
島
潟
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や

国
の
天
然
記
念
物
オ
オ
ヒ
シ

ク
イ
な
ど
多
く
の
渡
り
鳥
の

越
冬
地
で
あ
り
、冬
場
は
雪

に
覆
わ
れ
た
幻
想
的
な
潟
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ビ
ュ
ー
福
島
潟
館
内
で
は
、

福
島
潟
の
自
然
を
模
型
や
ビ

デ
オ
な
ど
で
紹
介
し
て
お

り
、館
内
か
ら
潟
の
状
況
を

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ク

イ
ク
イ
」に
因
ん
だ
お
土
産

も
豊
富
に
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、潟
の
ほ
と
り
に

あ
る
小
さ
な
酒
蔵
ラ
グ
ー
ン

ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー
「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

＆
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」で
お
酒
や
珈

琲
、酒
粕
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を

お
愉
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

水
の
駅「
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」新
潟
市

北
区
前
新
田
乙
４
９
３

☎
０
２
５-

３
８
７-

１
４
９
１

http://w
w

w
.pavc.ne.jp/~ 

hishikui/

ラ
グ
ー
ン
ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー

「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
＆
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」新
潟
市

北
区
前
新
田
乙
５
７
６
‐
１

☎
０
２
５-

２
５
０-

０
０
６
９

https://w
w

w
.lagoon-brew

ery.

com
/

下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

冬
の
渡
り
鳥
の
越
冬
地

「
福
島
潟
」

�

（
新
潟
市
北
区
）

◎
新
潟
の
県
北
下
越
地
方
、

胎
内
市（
旧
中
条
町
）の
海
岸

砂
丘
の
林
の
中
に
位
置
す
る

お
寺
で
す
。
境
内
は
往
年
の

趣
を
残
し
て
お
り
、田
舎
の

お
寺
な
ら
で
は
の
静
謐
さ
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。

◎
乙
宝
寺
に
は
様
々
な
歴
史

や
伝
説
な
ど
が
ご
ざ
い
ま

す
。ま
ず
は
願
い
ご
と
か
ら
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
馬
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
願
い
ご
と
を
書
い

て
堂
内
に
吊
り
下
げ
ま
す
。

ご
祈
祷
を
受
け
れ
ば
心
願
成

就
、一
年
無
事
息
災
万
全
で

す
。
ま
た
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の

御
守
が
沢
山
ご
ざ
い
ま
す
。

楽
し
い
も
の
、珍
し
い
も
の

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
探
し

く
だ
さ
い
。

◎
宝
物
殿
で
お
猿
さ
ん
の
伝

説
の
木
皮
経
と
お
釈
迦
様
の

左
眼
を
、ま
ず
は
あ
な
た
の

眼
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

ま
た
、境
内
を
散
策
し
て「
猿

塚
」も
探
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
年
末
は
地
元
有
志
に
よ

る「
年
越
し
そ
ば
」の
復
活
と

か
！

◎
そ
れ
ぞ
れ
願
い
を
込
め
て

ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

御
祈
祷・御
供
養
は
年
中
無
休

☎
０
２
５
４-

４
６-

２
０
１
６

四
季
を
彩
る
田
舎
の

山
寺
、越
後
の
ま
ほ
ろ
ば

「
乙
宝
寺
」�

（
胎
内
市
）

県
央弥彦

・
三
条
エ
リ
ア

定
福
寺
　
子
育
て
地
蔵

�
（
田
上
町
）

妙高山を背にスキー・スノーボード満喫
（池の平温泉アルペンブリックスキー場）

営業時間
４月～10月：
８時30分～16時30分
11月～３月：
９時30分～15時30分
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◎「
旅
ク
ラ
ブ
」ふ
る
さ
と
訪
問
◎
　東
京
新
潟
県
人
会
旅
ク
ラ
ブ

「
つ
が
わ
狐
の
嫁
入
り
行
列
」（
阿
賀
町
）

県
人
会
会
報
誌
９
月
号
に
旅
行
の

案
内
記
事
を
掲
載
し
て
参
加
募
集

を
開
始
し
ま
し
た
。

10
月
８
日
東
京
駅
10
時
40
分
発

と
き
317
号
が
訪
問
旅
行
の
始
ま
り

で
す
。
参
加
会
員
は
都
合
の
悪
い

方
が
多
く
13
人
に
な
り
ま
し
た
。

途
中
上
野
駅
乗
車
の
方
も
い
ま
し

た
。
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
歓
談

し
て
い
る
う
ち
に
12
時
32
分
新
潟

駅
着
で
す
。
新
潟
駅
南
口
広
場
に

阿
賀
町
役
場
か
ら
出
迎
え
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
に
待
機
し
て
頂
き
ま
し

た
。
現
地
集
合
の
会
員
と
合
流
し

一
路
阿
賀
町
に
向
か
い
ま
す
。
町

役
場
職
員
が
担
当
さ
れ
お
世
話
係

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
新
潟
駅
南

口
か
ら
高
速
道
路
を
経
て
約
１
時

間
で
阿
賀
町
役
場
に
つ
き
ま
し

た
。
阿
賀
町
観
光
ガ
イ
ド
代
表
の

薄
様
・
ガ
イ
ド
の
渡
部
様
か
ら
２

日
間
の
案
内
を
し
て
下
さ
る
と
担

当
者
か
ら
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
バ
ス
で
会
場
入
り
口
に
移

動
し
ま
し
た
。
大
通
り
で
は
路
上

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
ケ
ミ
カ
ル
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
」
ラ
イ
ブ
「
に
い
が

た
総
踊
り
・
新
潟
万
代
太
鼓
華
龍
」

よ
さ
こ
い
演
舞
等
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
ス
タ
ー

ト
会
場
の
住
吉
神
社
で
す
。
こ
こ

で
は
花
嫁
の
「
旅
立
ち
の
儀
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
神
主
の
お
祓
い
を

受
け
105
人
の
お
供
を
連
れ
た
嫁
入

り
行
列
が
出
発
し
ま
し
た
。
私
達

は
ガ
イ
ド
に
連
れ
ら
れ
て
町
内
の

大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
豪
商
旧

平
田
邸
屋
敷
跡
を
見
学
し
ま
し

た
。
広
大
な
敷
地
を
赤
煉
瓦
塀
が

取
り
囲
ん
で
い
た
名
残
り
の
長
大

な
煉
瓦
塀
で
し
た
。
私
達
は
ガ
イ

ド
に
連
れ
ら
れ
て
先
回
り
を
し
て

行
列
を
待
ち
ま
す
。
町
の
大
通
り

の
両
側
は
行
列
を
待
つ
人
が
何
重

に
も
重
な
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
行
列
の
先
導
の
稚
児
や
お

つ
き
の
侍
女
が
通
り
そ
の
後
に
狐

の
化
粧
を
し
て
白
無
垢
姿
の
花
嫁

が
登
場
し
ま
す
。
両
手
を
狐
の
手

風
に
軽
く
折
り
曲
げ
て
両
側
の
観

客
に
微
笑
み
か
け
ま
す
。
行
列
が

通
り
過
ぎ
た
後
新
善
光
寺
（
建
久

元
年
１
１
９
０
年
創
建
）
に
向
か

い
ま
す
。
福
海
観
音
堂
（
江
戸
時

代
建
立
）
に
は
石
造
観
音
菩
薩
像

は
元
禄
６
年
１
６
９
３
年
に
新
潟

沖
で
水
没
し
て
そ
の
後
上
半
身
・

下
半
身
別
々
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

接
合
し
た
も
の
で
す
（
阿
賀
町
指

定
文
化
財
）
こ
の
寺
は
戊
辰
戦
争

で
桑
名
藩
の
宿
営
地
と
な
り
、
境

内
に
は
白
虎
隊
士
の
墓
が
あ
り
ま

し
た
。
夜
に
な
り
特
設
会
場
で
結

婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
ご

配
慮
で
１
番
前
の
特
等
席
で
す
。

６
時
頃
か
ら
７
時
の
間
か
が
り
火

が
周
り
を
照
ら
し
薄
暗
い
照
明
の

中
結
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
稚

児
の
踊
り
や
紹
介
の
後
。
仲
人
が

登
場
し
三
々
九
度
の
盃
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
照
明
が
消
さ

れ
て
ス
モ
ー
ク
の
な
か
二
人
が
暗

闇
に
消
え
て
ゆ
く
シ
ー
ン
は
幻
想

的
で
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

終
了
後
澤
野
前
県
議
が
出
迎
え

て
、
バ
ス
で
遅
い
夕
食
会
場
に
向

か
い
ま
す
。
会
場
は
阿
賀
町
豊
実

の
い
と
う
屋
旅
館
で
す
。
神
田
阿

賀
町
町
長
が
狐
の
メ
ー
ク
で
出
迎

え
で
す
。
神
田
町
長
・
澤
野
前
県

議
・
町
の
職
員
が
す
べ
て
狐
の

メ
ー
ク
で
し
た
。
阿
賀
町
地
酒
と

地
元
農
産
物
の
お
料
理
は
素
晴
ら

し
く
す
っ
か
り
堪
能
し
ま
し
た
。

会
食
後
ホ
テ
ル
角
神
に
送
っ
て
頂

き
入
浴
後
就
寝
で
す
。
翌
朝
み
る

と
素
晴
ら
し
い
木
造
の
旅
館
で
築

50
年
余
り
と
聞
き
ま
し
た
。
翌
日

は
下
越
酒
造
酒
蔵
見
学
で
す
。
佐

藤
社
長
か
ら
蔵
の
中
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
酒
造
り
の
大
変
さ
を
体

感
し
ま
し
た
。
社
長
さ
ん
が
試
飲

酒
を
３
テ
ー
ブ
ル
設
置
し
て
く
だ

さ
り
各
テ
ー
ブ
ル
合
計
16
種
類
の

豪
華
な
飲
み
比
べ
で
す
。
海
中
で

20
年
貯
蔵
し
た
お
酒
や
古
酒
・
酒

造
米
の
違
い
に
よ
る
味
の
違
い
と

か
２
種
類
の
大
吟
醸
酒
飲
み
比
べ

等
で
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
し
た
。
次
は
狐
の
嫁
入
り
屋

敷
で
す
。
２
階
か
ら
は
雄
大
な
河

川
と
山
々
が
見
え
ま
す
。
展
示
室

に
は
嫁
入
り
行
列
の
内
掛
け
な
ど

の
展
示
物
が
多
数
展
示
さ
れ
楽
し

め
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は

昨
日
町
の
大
通
り
を
埋
め
つ
く
し

た
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
大

群
衆
が
今
日
は
一
人
も
見
当
た
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
後
で
こ
の
行
事

に
４
万
６
千
人
の
参
加
者
が
あ
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。

昼
食
後
新
潟
駅
ま
で
送
っ
て
頂

き
自
由
解
散
で
愉
し
い
旅
の
終
了

で
し
た
。

�

（
鈴
木
輝
雄
・
旅
ク
ラ
ブ
会
長
）

第
２
回
旅
ク
ラ
ブ
企
画

本
年
２
回
目
の
旅
ク
ラ
ブ
の
企

画
は
阿
賀
町
津
川
の
「
つ
が
わ
狐

の
嫁
入
り
行
列
」
見
学
で
し
た
。

今
年
の
新
年
祝
賀
会
会
場
の
東
京

阿
賀
町
会
の
テ
ー
ブ
ル
で
阿
賀
町

の
神
田
一
秋
町
長
か
ら
今
年
は
コ

ロ
ナ
で
中
止
し
て
い
た
「
つ
が
わ

狐
の
嫁
入
り
行
列
」
を
４
年
ぶ
り

に
10
月
に
行
い
ま
す
。
従
来
は
５

月
の
連
休
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が

列
車
や
旅
館
が
混
雑
す
る
の
で
多

く
の
方
に
来
て
も
ら
え
な
い
心
配

あ
る
と
町
の
各
方
面
と
相
談
の
結

果
、
秋
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た

と
伺
い
ま
し
た
。
居
合
わ
せ
た
会

員
か
ら
「
い
い
ね
！
み
ん
な
で
行

こ
う
」
と
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

町
長
さ
ん
に
「
20
人
宿
泊
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
町
長
さ
ん
か
ら
分
か
り
ま

し
た
と
ご
快
諾
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
後
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
観
光
課

担
当
者
か
ら
角
神
温
泉
｛
ホ
テ
ル

角
神
｝
を
予
約
し
ま
し
た
と
ご
連

絡
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
訪
問
旅

行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
同
課
に

お
願
い
し
て
作
成
し
て
貰
い
メ
ー

ル
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。

（�16�）
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12
月
号
広
告
目
次

　
左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

二
幸
産
業
㈱
�
�
�
�
�
�
�
表
2

新
潟
日
報
�
�
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
加
賀
田
組
�
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
八
海
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�
18

ホ
テ
ル 

ジ
ュ
ラ
ク
ス
テ
イ
新
潟

�
�
�
18

第
四
北
越
銀
行
�
�
�
�
�
�
�
18

東
信
用
組
合
�
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
本
間
組
�
�
�
�
�
�
�
�
�
18

日
成
ラ
イ
フ
㈱
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
台
一
環
境
�
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
第
一
印
刷
所
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
大
庄
�
�
�
�
�
�
�
�
�
表
3

朝
日
酒
造
㈱
�
�
�
�
�
�
�
表
4

Ｇ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
会
計
事
務
所
�
�
表
4

ゆ
き
ぐ
に
信
用
組
合
�
�
�
�
表
4

上
野
市
場
�
�
�
�
�
�
�
�
表
4

新
潟
縣
人

二
〇
二
三
年
十
二
月
号

定
価
三
〇
〇
円 （
送
料
別
）

発
行 

東
京
新
潟
県
人
会

編
集 

東
京
新
潟
県
人
会
広
報
委
員
会

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
三
―
六

電
話 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
一
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
三
九
番

振
替 

〇
〇
一
六
〇（
四
）六
二
七
二
四

名
義 

東
京
新
潟
県
人
会

印
刷 

㈱
第
一
印
刷
所
東
京
本
部

　
　  

東
京
都
台
東
区
根
岸
二
―
十
四
―
十
八

編

集

後

記

　
12
月
・
師
走
・D

ecem
ber

　
季
節
暦
二
十
四
節
気
・
七
十
二

候
は
、
小
雪
節
の
末
候
（
12
・
２

～
６
）
か
ら
大
雪
節
の
初
候
（
７

～
11
）
へ
。
ふ
る
さ
と
は
雪
の
季

節
。
初
雪
の
便
り
が
あ
っ
た
と
思 

っ
た
ら
、程
な
く
根
雪
の
便
り
が
。

　
本
号
の
表
紙
は
米
処
新
潟
で
は
、 

お
馴
染
み
の
稲
刈
り
後
の
風
景

稲
架
（
は
さ
、は
ぜ
、は
っ
て
）
の
、

こ
れ
は
ま
た
珍
し
い
雪
の
季
節

の
景
観
。
小
千
谷
市
か
ら
写
真
の

ご
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
フ
ロ
ン
ト
ぺ
ー
ジ
は
〝
書
家
〟

と
し
て
も
高
い
評
価
の
あ
っ
た

田
中
角
栄
氏
の
遺
墨
紹
介
で
す
。

今
年
で
没
後
早
や
30
年
（
Ｈ
５
・

12
・
16
逝
去
）。
暫
し
、
我
ら
が 

〝
角
さ
ん
〟
の
思
い
出
に
浸
る 

こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
広
報
委
員
長 

樋
口 

高
士
）

　
３
年
振
り
の
稲
刈
ツ
ア
ー
リ
ポ
ー
ト

 

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会
　
会
長
　
鏡

　
　
　
　實

　
９
月
14
日
（
木
）、
15
日
（
金
）

の
両
日
、
首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

恒
例
の
稲
刈
ツ
ア
ー
を
３
年
振
り

に
開
催
し
た
。
参
加
の
皆
さ
ん
の

意
気
込
み
の
ま
ま
、
定
刻
を
待
た

ず
出
発
と
な
っ
た
。

　
数
度
の
休
憩
の
後
、
JA
新
潟
か

が
や
き
様
ご
提
供
の
食
事
処
で
昼

食
。
新
米
の
お
に
ぎ
り
や
十
全
茄

子
漬
、
豚
汁
、
デ
ザ
ー
ト
は
都
会

で
は
殆
ど
目
に
す
る
こ
と
な
い
大

振
り
の
無
花
果
と
、
大
い
に
満
足

し
た
と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
稲
刈

り
体
験
で
あ
る
。

　
参
加
者
は
嬉
々
と
し
て
一
斉
に

田
圃
に
突
撃
。
慣
れ
な
い
な
が
ら

も
鎌
を
振
る
っ
て
、
稲
を
刈
り

取
っ
て
行
く
。
中
に
は
刈
っ
た
稲

の
一
束
を
持
ち
帰
る
人
も
い
て
、

稲
刈
り
体
験
を
十
分
楽
し
ん
で
い

た
よ
う
で
あ
る
。
最
後
は
弥
彦
山

を
背
景
に
記
念
撮
影
。
稲
刈
り
田

を
提
供
し
て
頂
い
た
、
本
間
さ
ん

の
話
で
は
、
今
年
は
あ
ま
り
に
暑

く
、
出
来
は
あ
ま
り
良
く
な
い
と

の
事
。

　
宿
泊
先
「
四
季
の
宿
み
の
や
」

に
向
か
う
途
中
、
彌
彦
神
社
の
本

殿
を
模
し
た
入
母
屋
造
で
、
開
業

当
時
の
面
影
の
残
る
、
朱
塗
り
の

弥
彦
駅
舎
を
見
学
。

　
弥
彦
公
園
を
散
策
、「
お
も
て

な
し
広
場
」
を
経
て
、
今
日
の
宿

泊
先
へ
。
18
時
か
ら
、
JA
新
潟
か

が
や
き
の
経
営
管
理
委
員
会
遠
藤

副
会
長
以
下
、
関
係
者
の
皆
様
、

本
間
弥
彦
村
長
他
、
地
元
関
係
者

の
皆
様
と
の
交
流
・
懇
親
会
が
ス

タ
ー
ト
。
佐
渡
お
け
さ
の
披
露
あ

り
、
カ
ラ
オ
ケ
あ
り
と

大
盛
り
上
が
り
。
最
後

は
首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原

会
恒
例
歌
の
大
合
唱
。

皆
さ
ん
に
は
、
お
楽
し

み
頂
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
二
日
目
は
、
こ
の
時

期
と
し
て
は
珍
し
い
雨

模
様
の
中
、
弥
彦
神
社

に
参
拝
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
思
い
思
い
に
祈
願
。

雲
海
の
中
、
ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
で
弥
彦
山
の
頂

へ
。
晴
れ
て
い
れ
ば
日

本
海
、
佐
渡
島
、
遠
く

は
能
登
半
島
ま
で
遠
望

で
き
る
の
だ
が
、
思
い

思
い
の
眺
望
を
想
像
し

つ
つ
、
弥
彦
山
を
後
に
。

　
続
い
て
訪
れ
た
燕
三
条
、
金
物

の
町
な
ら
で
は
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
「
ス
ト
ッ
ク
バ
ス

タ
ー
ズ
」
で
、
ナ
イ
フ
、
フ
ォ
ー

ク
等
の
キ
ッ
チ
ン
用
品
を
爆
買

い
？
弥
彦
に
戻
り
、
十
全
茄
子
漬

が
加
わ
っ
た
お
い
し
い
昼
食
に
舌

鼓
。
帰
る
頃
に
な
っ
て
、
帰
京
の

安
全
を
弥
彦
山
が
祈
っ
て
く
れ
て

い
る
か
の
よ
う
に
天
気
も
回
復
。

予
定
通
り
に
、
池
袋
東
京
芸
術
劇

場
横
に
到
着
し
て
、
解
散
と
な
っ

た
。

 

（
文
責
：
宮
川
玉
城
）
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人
会
　
事
務
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／
電
話
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
１
９
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
３
９

新
潟
縣
人

　
　十
二
月
号（
第
八
三
二
号
）

令
和
五
年
十
一
月
三
十
日
印
刷

　令
和
五
年
十
二
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　第
二
甲
第
九
号

飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。
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